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（写真 3）
写真 3 の手前の学生は、カップと金属を逆に
して音が聞こえるのかも試していたとのこと。
試すことの大切さを感じた場面である。

8-4　音拾い装置を発展させた糸電話の活動
音拾い装置の糸の先につけた金属を外し、2
人組で糸を結び糸電話にした活動である。糸電
話を懐かしいという学生もいたが、糸電話の仕
組みをあまり理解していない学生も見られた。
しっかり声を相手に伝えるには、糸がしっかり
張っていないといけない。体験しながら確認し
ている姿も見られた。
2 人組で会話を楽しみ、糸電話の仕組みや楽
しさがわかったところで、別のグループと一緒
になり 4 人に人数を増やすように授業担当者が
伝える。糸を結ばず、お互いの糸を掛けるよう
に伝え、声が聞こえるかを体験した。成功する
と、学生自ら別のグループに声をかけ、人数を
増やして楽しんでいる姿が見られた。最終的に
はクラス 26 人全員で糸電話ができるかチャレ
ンジすることとなった。2 人組の糸の長さが約
1 メートル弱である。全員がどのように順番に
糸を掛けたらいいか、アイデアを出しながら慎
重に糸を掛けていき、学生たちが授業終了時間
も忘れて遊びに没頭していた。全員で成功した
時には、学生から歓声が起こった（写真 4、5）�{

（写真 4）　　　　 　　（写真 5）

9　授業での学生の気づき
授業の実践の記録を、ドキュメント型のレ
ポートとしてまとめさせた。その中の気づきで
は、体験したときの感動だけでなく、保育者と
して子どもと実践する際の視点や配慮などにも
言及するようにした。写真 6、7、8 は実際の学
生のレポートである。

9-1　風船をつかって音の振動を感じる活動
・ 思っていたより手にビリビリと振動を感じた。
・ 音が形になったようでおもしろかった�{

・ 声や楽器の音の高低で振動に差があり、低く
て大きい音＞高くて小さい音であった。
・ エレキベースなどの継続する低音だと楽しそ
うだと考えた�{

・ 風船をつかった遊び（リトミックなど）から
はじめ、最後は風船をしぼませるところまで
の活動ができるとよいと考えた�{

・ 子どもたちは、音の響きを手で感じることがで
きるので、楽しく音に興味を持てると考えた�{

・ 音という目に見えないものを言葉で説明した
りするのは難しいけれど、実際に体で感じる
と「空気の振動」だとわかりやすいと思った�{

・ 自分で楽器の音を鳴らしたりして（試す）経
験をして「大きな音だったらどうなるか」な
どの疑問を持つことができると思った�{

・ 私のおすすめは太鼓の音だった。
・ 物との距離でも振動の仕方が変化した�{

・ 子どもたちに、目に見えないものでも見える、
聴こえる、感じることができるのだと伝えて
あげることができるとわかった。
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（写真 6）

9-2　音拾い装置で身近な物の音を聞く
・ 同じ金属でも音が違うことに気付いた。子ど
もと活動するときには、いろいろな種類の物
を準備しておき、自分で選んでもらうのが良
いと考えた。そうすることで、意欲的に取り
組むことができると考えた。
・ 音が増幅されて聞こえるため、音の違いに気
付きやすかった。ぶつける強さで多様な音が
出るので、試したい気持ちがどんどん出てき
た。
・ 他児との交流、会話が自然に生まれるので良
いと感じた。子どもの身長によって糸の長さ
を調節する必要がある。
・ 一人だけでやるのではなく、お友達と一緒に
する楽しさが感じられた。
・ 教室内を自由に歩き回り、発見があったと思
う。友達同士で「これ聞いてみて」というや
りとりも活発に行われていた。
・ 聞いたこともないような音に巡り合い、多く
の発見と共感、意見の交換をすることも幼児
の人間関係において多大な影響を与えるので
はないかと感じた。

9-3　音拾い装置を発展させた糸電話の活動
• 糸電話は 3 人以上でもできることを知らな
かったので、簡単にできしかも 26 人ででき
たときは感動した。張った糸を弾くと、楽器
のような音がして面白かった。
・ みんなに何かをしゃべって伝えたい、伝わっ
て楽しいという気持ちが持てると感じた。
チャレンジする姿勢、協働も楽しみながら身
につく。
・ 自分たちで作ったもので会話ができるとい
う発見、驚きを経験できるようにしたい。

・ 

（写真 7）

（写真 8）
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9-4　授業の終わりに
授業後、墨田区立第三寺島幼稚園での実践の
風景、子どもたちの様子などを学生に紹介し
た。学生自身が授業で体験したときに感じた
り、考えたりしたことをベースに、実際の子ど
もたちの活動の様子を共有することで、理解を
深めるだけでなく、保育者の視点にも気づける
ように配慮した。
本校では、さまざまな年齢の学生が在籍して
いるため、自身の子どもや孫などに実践してレ
ポートや感想を寄せてくれる学生もいる。そう
いう情報も学生同士共有できることが学びに繋
がっていると感じた。

10　考察
「音感受」という言葉がある。吉永3）が名付
けた造語で、「子どもが、身の回りの音や人の
声・音楽からその印象を感じ、共鳴し、感情が
起こり、さまざまな連想を引き起こす行為」３）

と述べている。近年の指摘で、自然音や生活音
を感受することへの無頓着さについて、「多く
の音を聞いてはいても耳を澄ませて聞いていな
い」のだそうである。音への無頓着さは、子ど
もを取り巻く環境が変化したことによるものが
大きい。
無頓着さと表現したが、電子音も含め、私た
ちの生活の中の音の種類があふれかえっている
現代において、音の選択肢が多いということ
が、逆に無頓着さにならざる得ない状況にして
いるのではないか。パーティーのように大勢の
人がざわざわと雑談などをしている会場で、自
分に向けられた会話を正確に聞き取ることがで
きる、人間の耳と脳に備わった能力がある。４）

私たちが日常的に当たり前にやっていることで
あるが、ロボットの世界ではいかにすれば音声
分離、音源分離することができるかが、研究さ
れていたのであるから、人間の能力は素晴らし
いと感じずにはいられない。５）音があふれてい
るからこそ、「自然の中の音」に気づけるよう
になってほしい。
学生たちは、実際に自らがやってみる、体験

してみることで多くの気づきがあったように感
じる。幼稚園での事例の紹介だけでなく、自ら
遊んで体験することが、現代の保育者養成にお
いて必要なものではないかと切に感じる。授業
の実践の中で、学ぶ者同士、「友達に話す」「発
見したことを伝えあう」「友達に説明する」「互
いに観察する」「友達と関わる」「様々試す」「意
見の違いに気付く、葛藤する」などの姿が見ら
れ、まさに５領域を中心に生きる力の基礎を育
成することと同じことを行っている。活動後
に、それぞれの領域のねらいと共に説明する
と、リアクションペーパーに理解が深まったと
言及している学生が多かった。あえて子どもの
気持ちになって遊びこむ時間の大切さを、改め
て認識した次第である。
実は、クラス 26 人全員で糸電話にチャレン
ジすることになったときに、その活動の終了予
定時間に近づいていたのだが、後ろに授業が無
く放課後だったため、学生の活動をそのまま見
守り継続していた。真剣な様子で、もう一度糸
を絡めるところからやってみようと、再チャレ
ンジして成功した。成功した後もまだ話す人が
交代で続いており、さすがに終了の声かけをし
たのだが、学生自身が遊びこんでいた瞬間で
あったことにほほえましかった。
表現は、表現する前に「感受する」気持ちが
あって表現に繋がることを忘れてはならない。
人の「感受」は目に見えない。音と一緒である。
子どもがその音の面白さや不思議さに目を見張
るとき、その感受に対し共感し、寄り添うこと
が保育者には求められる。そのためには、人間
がもつ五感を研ぎ澄ますことが大切である。学
生の考察にもあったが、目に見えないものを五
感で感じられるように活動を工夫し、保育者も
楽しめたらいい。音、光、風……子どもたちに
とって身近であって、目に見えないものに対す
る五感を駆使した感受する活動は、小学校の生
活科の学習活動を中心に、音楽科や図画工作科
などの内容にスムーズに移行していくための、
土台の一つである。
子どもに寄り添う大人が、五感を研ぎ澄まし、
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遊びに夢中になれる一人の人間であってほしい
と思うのである。
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【実践研究論文】

卒業制作における版画の可能性 
-複数性の特徴を生かしたサービス・ラーニングの取り組み-

元木廉※　中條秀憲※※

The potential of printmaking in graduation projects
- Service-learning initiatives that take advantage of

the characteristics of plurality -
MOTOKI Ren   CHUJYO Hidenori

「保育・教職実践演習」は保育者養成校での 2年間の「学びの軌跡の集大成」として位置づけられる。
卒業制作として複数枚の版画づくりに取り組み、関連園や連携小中学校へ贈呈する取り組みを行った。
本実践はサービス・ラーニングや地域貢献にも位置付けられる。保育者として子どもたちに指導できる
ように見通しを持たせて、スモールステップを意識して 3回の授業にわたり製作に取り組んだ。特徴で
ある複数性を活かした版画の可能性を広げる提案である。

キーワード　専門学校　保育・教職実践演習　版画　複数性　サービス・ラーニング　卒業制作

1. 実践の背景
本校は幼稚園教諭・保育士養成を目的とした

文部科学大臣・厚生労働大臣指定の 2 年制専門
学校である。2 年間という限られた時間におい
て、保育実習と教育実習を合わせて合計 5回実
施、卒業要件である 82 単位のうち必修は 81 単
位であり、4 年制大学や短期大学と比較しても
大変忙しい学生生活になる。このように密度の
濃いカリキュラムの中で日々勉学に励んでいる。
「保育・教職実践演習」は保育者養成校での 2
年間の「学びの軌跡の集大成」として位置づけ
られる。造形教育の枠にとどまらず、2 年間の
保育専門学校での学びのまとめとして版画を取
り上げ、その可能性を追求したい。
カリキュラムの制約がある中で、実践から学
べる学びの総括という視点から、卒業制作とし
て版画を実施した。これは版画の特徴である複
数性から、製作時間を絞りつつ、サービス・ラー
ニングとしての壁画制作に繋げる目的がある。
本校の関連園や連携小中学校へ贈呈用版画も制
作しており、サービス・ラーニングや地域貢献

にも位置付けることができる。さらに就職先の
園で子どもたちに指導できるよう、スモールス
テップで見通しを持たせて指導した。今後の版
画の可能性を広げることを目的とした実践であ
る。

2．版画制作の実践事例
「紙版画持ち寄り方式による共同卒業
制作」

2 － 1　目　的
身辺素材である画用紙を活用し、自分を切り
取り、「版」で表現する。そして、一人ひとりの
版を持ち寄り卒業共同制作とする。また、複数
枚摺り、学校内展示や本校の関連園にも配って
展示して、紙版画の良さを啓蒙する。

2 － 2　日　時
令和 5年度	 令和 5 年 12 月 15 日 ( 金 ) ～
	 令和 6 年 1 月 12 日 ( 金 ) 計 3 回
令和 6 年度	 令和 6 年 12 月 6 日 ( 金 ) ～
	 	 12 月 27 日 ( 金 ) 計 3 回

※　越谷保育専門学校専任教員
※※　日本美術教育連合会員
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2 － 3　場　所
越谷保育専門学校　図工室、301・302 教室

2 － 4　内　容
本論文では、紙版画を用いた持寄り方式の創
作活動について考察する。特に、一人ひとりが
画用紙で切り取った自分をテーマにした作品を
制作し、最終的に 90㎝× 180㎝の大絵に集約す
るプロセスを通じて、自己表現や協働の重要性
を探る。
大絵のテーマは、グループで話し合いの上で

決定することとし、「おおきなカブ」「スイミー」
「海辺の暮らし」など自由に選定される。このテー
マに基づき、参加者それぞれがどのように自ら
を表現するかを考える。
この活動は、持ち寄りの紙版画による共同制
作であり、各自が制作した画用紙を大絵とする
台紙に貼り付けることで一つの大きな作品に仕
上げる。動きと物語性を持たせるため、参加者
同士で話し合いながら配置を決定することが重
要なプロセスとなる。
また、完成した作品は学内に展示し、関連園
に寄贈することで、広く観衆に触れてもらう機
会を持つ。このような展示活動は、参加者の達
成感を高めるとともに、地域とのつながりを深
める重要な役割を果たすと考える。
さらに、馬場清明氏の影響を受けた共同制作
の楽しみも体験することで、アートを通じたコ
ミュニケーションの重要性を理解する。
制作に必要な材料として、新聞紙、アラビア

のり、台紙、はさみ、刷毛、そして発泡スチロー
ルや厚紙などの版になる素材を用意する。これ
らの材料は容易に入手できるため、経済的な
アート活動としての側面も持っている。
以下の内容は外部講師として依頼した中條

（元草加市立氷川小学校長、日本美術教育連合
会員）が T1、授業担当者である元木が T2とし
て行った実践である。

第 1 回授業
①紙版画の起源を知る。

紙版画は、太田耕士によって考案された独自
の版画手法であり、特に幼児や小学生が簡単か
つ安全に制作できる点が特徴である。この手法
は、彫刻刀を使用する伝統的な版画技法から脱
し、誰もが気軽にアートを楽しむことができる
ように工夫されている。
戦時中には、新聞紙に和のりを塗り何枚も重

ねて、厚みを出していた。現代では材料の入手
が容易である画用紙を使用するため、戦中の背
景を理解しながら学ぶことができる。学生たち
は、ちぎったり切ったりするプロセスを体験し、
幼児の造形活動を促進する方法を探求する。
制作過程では、版を台紙に貼り付けることで
安定した摺りが可能となった。完成度の高い作
品を教育者であり版画家でもある大田耕士は、
1951 年（昭和 26）12 月に日本教育版画協会を
創立した。版画を通して、子どもの創造的表現
活動を豊かに拡げることを目的として設立され
る。「紙はんが」は 1952 年（昭和 27 年）12 月
号に初めて「紙のはんが」と題して紹介される。
1953 年には「紙はんが」と題して、日本の紙版
画技法を世界へ発信する。
大田は『はんが』404 号で以下のように語っ

ている。「紙版画は、大げさにいえば私の「発明」
であり、ちょっとした思いつきであり、コロン
ブスの卵のようなものである」そして、版画と
云えば「木版画」という意味合いで理解される
ことに対して、低学年の児童にも手軽に版表現
させる手法を開発する。「紙のはんが」という版
種を創造するには、過去に無い試練があったに
違いない。戦後、物資の無い中で、画用紙は貴
重品であったからである。
日本教育版画協会創立当初の会員、羽田智千
代によれば「大田先生は、新聞紙を使って、厚
みを出し何度も試作を重ねて摺りの工夫をして
いた。そして私たち会員に研修指導してくれた」
という。身近な素材を活用して、児童の生活感
情を表現させて、価値ある生活美を見つめさせ
ようとしたのである。この機関誌により「紙版画」
は日本全国、また外国にも広がることになるが、
その根幹には、大田の戦争体験と教育実践によ
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る深い児童愛、教育愛が根底にあるといえる。
昭和 33 年学習指導要領には、日本教育版画
協会の実践研究成果も生かされ、1 年生から 6
年生までの全学年に於いて、領域「版画を作る」
が位置づけられる。この事実は画期的であり、
低学年は紙版画、中学年は板紙凹凸版、高学年
は木版画と学年発達を考慮した系統的な内容に
刷新するとされた。現在は、造形遊びとして位
置づけられ実践されている。　
学生たちは、太田の考案した方法を通じて、
子どもたちに安全にアートを楽しませるための
技術と知識を身につけていく。

②ハサミの使い方を知る。
制作に入る前に、ハサミの使い方を理解する

ことが重要である。初めに、学生たちはハサミ
の持ち方や切り方について学ぶ。ハサミを回さ
ず、紙を切る際はゆっくりと切り進むことが基
本である。特に、複雑な形を切り取る場合は、
紙を回して切るのではなく、手元の動きで切り
進めるように指導する。この方法は、切る際の
安定性を保ち、事故を防ぐために非常に重要で
ある。
ハサミの使い方に慣れていない場合は、新聞
紙を活用して、直線切り、曲線切り、ギザギザ
切り等を練習する。ハサミの使い方の基本は、
紙を回しながら切り取ることである。ハサミを
回しながら版を切り取る場合もあるが、危険性
を伴うため子どもの技量に即して指導を行う。
紙版画は紙という素材を加工し「版」を作る。

ここでは画用紙を使用し、各自の子ども時代を
思い出し版表現してもらう。その際に、ちぎる、
切り取るという作業が必要である。利き腕に合
わせて右効きと左効きのハサミを使う必要があ
る。
ハサミは常に目の前に置き、切り取っていく。

そして、ハサミの中ほどを使い、画用紙を回し
ながら、ゆっくり切る。曲線の場合は、ハサミ
の先端で切り落とすことをしない。直線の場合
も同じく、ゆっくり切り取っていく。

写真１　版画構成の説明

③自分を切り取っていく。
次に、学生たちは自分のデザインを考える。

この過程では、自分の姿を切り取ることを目指
す。まず、頭の部分を切り取る際は、げんこつ
大の大きさを参考にする。体の部分は、頭の二
つ分の大きさを目安にして、全体のバランスを
意識しながら切り進める。手足も人体のバラン
スを考慮し、適切なサイズに切り取ることが重
要である。
この際、頭は髪の毛がない坊主頭としてデザ
インし、人体は裸の状態で表現する。後の工程
で、髪の毛や洋服、靴などの装飾を切り取り、
貼り付けていく予定である。このプロセスは、
自己表現の一環として、自分の姿を再構築する
楽しみを提供する。
また、版のデザインにおいて特に大切なのは、
切り落とした形を有効に利用することである。
意図的に切ることも重要だが、偶然に生まれる
形や、その面白さ、飛躍、さらには生き生きと
した線を活かすことが、造形活動の新たな側面
を引き出す。学生たちには、こうした偶然性や
発見の楽しさを感じてもらい、造形の面白さを
感得してもらうことが目指される。
学生たちが自ら切り落とした形に注目し、そ

の形から新たなアイデアを引き出す力を養うこ
とは、創造的な思考を促進する上で非常に重要
である。偶然の発見や形の飛躍を通じて、紙版
画造形の面白さを体験することが、アート活動
に対する興味を深めることにつながる。
特に切り落とした紙を捨てないことを強調し、
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偶然に切り落とした形は、学生にとって必然的
な形となり、その形に自分の生きざまを見出し
てほしいと願っている。紙を切り取るアート活
動を通じて自己発見の機会を提供することが、
指導の根底にある。
以下に「切る」内容について詳細を示す。

・頭部を切る。
髪の毛の無い頭部である。自分で顔を触り原
型を記憶する。下書きをしないことが重要であ
る。直接、ハサミで切り取っていく。緊張感は
あるが、切り取り線に想いは伝わる。紙を回転
させながらハサミを使う。ハサミを回すと危険
であるため、ハサミは自分の前で作業を行うこ
とを指導する。
・体を切る。
体は頭部のおよそ 2 ～ 3 倍の大きさである。

そのことを意識して、頭部を切り取った跡の形
状で体を切り取る。カーブになっている形状を
活用して、ゆっくり紙を回しながら腰の部分ま
で切り落とす。
・手足を切る。
頭→体→手足を切り取っていく。切り落とし

た形を活用すると動きが出てくる。下書きはせ
ず、直接、画用紙にハサミを入れる。両手を広
げると自分の身長を意識しながら切り取る。曲
がった手足になるが、それが動静の版となる。
・前後の重なりに注意する。
切り取った版は、その都度、のりを付けて貼

り合わせる。右腕、左腕、右足、左足など前後
左右の動静を考えて貼る。正面、横向き、斜め
向きの動きがあり、手足体のパーツを動かしな
がら丁寧に貼り付けていく。関節部分で切り、
更に動かして見ることにも挑戦させる。
・髪の毛、服などを切る。
切り落とした形は「紙版画の宝物」である。

一辺とも無駄にしない。じっと見つめると「切
り落とし辺」が話しかけてくる。「ここに使って」
「これは偶然」「すごい表情だ」等、心で対話する。
色画用紙を使うと、表情がよくわかるので活用
して切り取って並べ貼付していく。布、毛糸等
も活用する。

④貼る
・頭部を貼る。
制作過程において、まずは頭、目、鼻、口、
髪の毛を順に貼っていく。特に重要なのは、瞳
を最後に貼ることである。これにより、顔全体
の表情や動き、方向性を考慮しながら、より効
果的に表現することが可能となる。動きや静止
のバランスを考え、瞳の位置を決めることは、
作品の印象を大きく左右する。
・人体を貼る。
次に、人体の貼り付け作業に入る。頭、体、手、
足を順に貼り付けていく際、学生たちは自分の
感情や表情を反映させながら作業を進める。動
きや感動を、紙を動かすことで表現することが
でき、これは非常に楽しい作業である。
・目と瞳を貼る。
人物表情のポイントは、「目」と「瞳」である。
貼る位置を考えて貼付する。視線の位置によっ
て、楽しさ、嬉しさ、驚きが変わる。
・身近な素材を貼る。
紙版画における表現方法の探求は、身近な素
材を活用することで新たな深みを生み出す魅力
がある。切り抜き技法においては、紙を基盤とし、
布や毛糸、ホイル紙などの素材を取り入れるこ
とで、作品に独自のテクスチャーや視覚的効果
を与える。また、ハサミやボールペンといった
道具を使用し、押し付ける、描くといった技法
を駆使することで、より多層的な表現が可能と
なる。また、感情やメッセージが一層豊かに伝
わる作品が生まれる。紙版画は、多様な素材と
技法を組み合わせることで、表現の幅を広げる
新しい可能性を秘めている。
学生は自分なりの構図を工夫して、楽しそう

に作品を仕上げた。
以下に第１回の学生感想を一部引用する。
「（略）自分の顔や体のパーツを下書きなしに
切るのは難しい部分もあったけれどとても楽し
くてできて洋服やスカート、靴なども自分で好
きなように切って組み合わせるのが難しいよう
で楽しかったです。そこに色を付けて版画をす
るのがとても楽しみになりました。また、切っ
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たものをのりで貼り合わせる時にペラペラして
版画の時にローラーでパーツを巻き込まないよ
うにしっかり貼り合わせることが大切だと教え
ていただいてそれ通りに作ることができました。
来週の授業もとても楽しみです。」
下描きをしないことによって、ハサミを使っ

た柔らかい表現が可能になった。

写真２　完成した版

第 2 回授業
⑤摺る。
紙版画の摺りの道具として一般的に使用され

るのはバレンである。この道具には安価なもの
から高価なものまで様々な種類が存在するが、
経験上、最も良いものは意外にも安価なもので
ある。何より素晴らしい道具は自分の「手」で
ある。手を使うことで、紙の厚さやインクのつ
け具合、そして自分の気持ちを直接感じながら
摺ることができる。手の感覚を通じて、作品に
対する理解が深まり、より精密な表現が可能と
なる。したがって、紙版画においては、道具の
選択だけでなく、自分自身の身体を使った表現
が非常に重要である。
版画の特性は複数性にある。版画技法では、　　　　　
一つの版から何枚も摺ることが可能であり、

その結果として同一のイメージが複数の紙に表
現される。紙はインクを吸収する特性を持って
おり、摺りの際にはその特性を理解することが
重要である。何枚か摺ってみることで、インク
の量や摺りの圧力が作品に与える影響を実感す
ることができる。

さらに、摺りの過程において最も大切なのは、
心の在り方である。作品が形になる瞬間、「で
ろでろ…」と念じることが、創作のエネルギー
となる。心を込めることで、版画は単なる技術
を超え、作者の感情や意図を宿すものとなる。
このように、版画はその特性を活かし、物理的
なプロセスと精神的なエネルギーが融合するこ
とで、唯一無二の作品が生まれる。「紙はんが」
の最後を飾る驚きの瞬間である。　
そしてインクの付け方を指導する。「お母さん
のお化粧。薄く、心を込めて、全体に」の心で
摺る。「刷る」=機械、「摺る」=手で心を写す。
「くるくるごしごし」心を込めて写し取る。「余
白の美しさ」にも気配りし、絶対に汚さない。
摺る前に、手をぬれタオルで汚れを拭き取るこ
とを徹底する。
版画の特徴である複数性を生かすため、必要

な枚数（令和 5 年度 3 枚、令和 6 年度 6 枚）を
ます刷りする。
以下に第 2回の学生感想を一部引用する。
「( 前略 ) 先生方が「1 枚目よりもどんどん上
手にできてくるようになる」というようなお言
葉の通り、3 枚目からはほとんど、自分がなっ
てほしい色の濃さになっていたので嬉しかった
です。（中略）クラスの人の作品をみても、一つ
ひとつが唯一無二の作品になっていて素敵でし
た。保育現場でも、このような唯一無二を創り
出せる活動をたくさん取り入られるように頑張
りたいと思いました。」
「紙版画で自画像を作るのは初めてだったの
で、どんな風に仕上がるのかとても楽しみでし
た。 版画ならではの線の味わいや、思った以上
に力強い表現ができたことに驚きました。特に、
顔の表情を表す部分では、土台の画用紙の重ね
方やインクの乗せ方一つで印象が変わることが
面白かったです。1 枚目と 6 枚目を見比べると、
ローラーの色の乗せ方や摺る技術がこんな短期
間でも大きく向上していることがわかり、これ
が中條先生が仰っていた「摺りは 10 年」という
奥深さなのか、と思いました。」
それぞれ版画の特質を理解し、複数枚の摺り
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を経験する中でコツをつかんできた様子が伺わ
れる。

写真３　刷った版画

第 3 回授業
⑤�自画像版画を丁寧に切り取る。その後、大絵
に貼り、卒業共同制作として仕上げる。
完成した作品を台紙に貼り付ける際には、全
体の構成を考える作業が行われる。学生たちは、
色の違いや同系色の考慮、個々の動きや顔の配
置に工夫を凝らし、縦に並べ斜めに配置するな
ど多様なアプローチを試みる。この過程で自然
発生的にリーダーが現れ、全体の画面構成を考
える中で、欠席した学生の作品も大切に扱う配
慮がなされる。
学生たちは、頭を反転させたり、上下を逆に

したりしながら、紙版画の持つ柔軟性と自由さ
を味わう。このような造形遊びを通じて、新し
い自分を発見し、自己表現の旅に出ることがで
きる。創造的なプロセスを通じて、自分自身を
再発見する機会が提供される。
制作の過程において、学生たちの優しい思い

に感動する瞬間が多く見られる。例えば、ギター
を奏でる表現した作品見た時に、台紙の中央で
弾いてもらう。屋根の上に置こう。自らの作品
にその感情を織り交ぜることで、共感の輪が広
がる。このような共感は、作品に物語性をもた
らし、観る人に深い感動を与える要素となる。
指導者として、物語性の重要性を強調し、版

の個性が活きる配置を心がけることで作品全体
が一つのストーリーを語ることが可能となる。
持寄り方式の共同制作は、学生一人一人の個
性を尊重し互いに影響を与え合うことでより豊

かな作品を生み出すプロセスである。この体験
を通じて、学生たちはアートの持つ力を実感し、
コミュニケーションの大切さを学ぶことができ
る。卒業制作としての意義も深まり、今後の彼
らの活動において大きな糧となるであろう。
授業および放課後を利用して準備していた大
絵に切り取った版を貼る。それぞれ学生の個性
が溢れる大絵に仕上がった。授業時間内に完成
できなかった部分に関しては、学生の自主的活
動に任せた。寸暇を惜しんで放課後にも作業に
取り組む姿があった。

写真 4　持ち寄り方式の紙版画完成

その後、書道の嗜みのある学生が言葉を書き
添えて、細部を絵具等で仕上げた。
以下に第 3回の学生感想を一部引用する。
「（略）他の班の作品をみていると、絵の上手
さというよりも、丁寧に作ろうとしている作品
にはどれにも好感が持てることを感じ、一生懸
命になり全員で取り組むことの大切さを学びま
した。」
「（略）出来上がった版画を見て、受け取る小
学生や幼稚園児が喜んでくれたらいいなと心か
ら思った。」
「幼稚園児が見るということを考慮すると、さ
らに子どもたちの想像が広がるようなものを作
り上げることが大切だと思いました。」
保育者としての視点から作品を俯瞰していく

きっかけにもなる制作活動になった。
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写真 5 令和 6 年度作品（各 90㎝× 180㎝）

校内での作品展示は来校者との結びつきを強
化する重要な機会となる。来校者の方々が作品
を鑑賞することで、学校の教育活動が社会に
とってどれほど価値があるかを実感できる。ま
た、学生たちの作品を評価することで、自己肯
定感や自信が高まる。
次に、学生たちにとって、展示された作品を
直接見ることはアートに対する興味や関心を育
む刺激となる。作品を鑑賞することで、学生た
ち自身も創造力をかき立てられ、将来的な表現
活動に対する意欲を持つようになる可能性があ
る。
最後に、共同制作を通じて、自分たちの作品

が他者に影響を与える経験は、学生たちの将来
への希望や夢を育む手助けとなる。自分たちの
活動が地域や他者に貢献していることを実感す
ることで、将来に対する前向きな姿勢が生まれ
る。

3．成果と課題
本授業では、学生がA4 サイズの紙版画を持

ち寄り、共同で一つの作品を完成させた。卒業
制作としての意義を持ち、完成した作品は関連
園や近隣小中学校に寄贈された。卒業を祝うこ
とに留まらず、小学校低学年の図画工作科にお
ける紙版画の鑑賞教材にも活用できる。また、
小学校就学前の 5 歳児を対象としても実践可能
な取り組みとした。
令和 5 年度は一人 4 枚ずつ刷り、クラス 4 枚

の大絵、学校全体で 8 枚の大絵を製作した。大
絵のモチーフも小学校国語科教科書に掲載され
ている「くじらぐも」を共通して描き、大絵に
仕上げた。完成した版画について、小学校 3 校
と中学校 1校、関連園 2 校の計 6 校に贈呈した。
令和 6 年度は学生の主体性を生かすため、大
絵のモチーフは学生に任せた。その結果子ども
たちへの願いも込めて「スイミー」、「おおきな
かぶ」、「ぱんどろぼう」など文学作品の他、「か
め」、「カニ」、「はと」、「こうのとり」など、バ
ラエティ豊かなアイデアが生まれた
一人 6 枚ずつ刷り、クラス 6 枚の大絵、学校
全体で 12 枚の大絵を製作した。すべての関連
園へのサービス・ラーニングとして、小学校 2 校、
関連園 7園に贈呈する予定である。
この一連の活動は、地域とのつながりを深め
るだけでなく、学生にとっては子どもたちへの
貢献を通じて役立つ喜びを感じる機会となっ
た。特に、学生にとっての紙版画造形遊びは、
創造力や表現力を育む重要な体験となった。共
同制作を通じて、学生同士の交流が促進され、
造形表現への意欲が高まった。また、自らの作
品が子どもたちに楽しさや学びを提供するとい
う経験は、学生の自信にも寄与した。最終的に、
このプロジェクトは地域貢献と自己成長を両立
させる貴重な機会であったといえる。
本取り組みの成果として以下の 3点を示す。
①卒業制作を行うことにより、2 年間の保育者
養成校の教育のまとめをすることができた。
限られた時間の中で造形学習、地域貢献、サー
ビス・ラーニングなど、様々な要素を入れ込
むことができた。
②関連園や地域の連携小中学校へ壁画を贈呈す
ることにより、交流を深めることができた。
専門学校学生が製作した大絵が交流のシンボ
ルになった。
③各学校園における掲示物作成の負担軽減につ
なげることができた。
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卒業制作における版画の可能性―複数性の特徴を生かしたサービス・ラーニングの取り組み―

写真 6　子どもたちへ版画を紹介する様子

4．まとめ
本取り組みは令和 5 年度、令和 6 年度の 2 年

時後期に開講した「保育・教職実践演習」にお
いて、教育実践した内容である。ゲストティー
チャーとのチームティーチングとして、サービ
ス・ラーニング、地域貢献に向けた理念の具現
化を目指した。以下に完成作品贈呈後の学生感
想を一部引用する。
「（略）皆の版画を貼った卒業制作は校内展示
に活用し、付属幼稚園にも配りました。一つの
作品が共同制作となり、園児まで喜んでもらえ
るとは思っていなかったので素敵な時間でし
た」
実習での関わりとは異なった達成感を味わ

い、卒業直前の学生にとって、2 年間の学習の
まとめにふさわしい学びになったといえる。
本授業では版画贈呈に加えて、連凧も制作し

ている。交流行事当日は幼保小中合同の連凧あ
げをしたり、ダンスを踊ったりした。関連園や
連携校と関係を深めるとともに、卒業式や入学
式などの掲示物について軽減できる取り組みと
した。しばらくの期間、関連園では玄関に大絵
を掲示しており、子どもたちの環境構成にも役
立った。
令和 6 年度に作成した大絵について、公立美
術館で一般公開することも検討している。学生
の学びが地域貢献、サービス・ラーニングにつ
ながるよう、今後も様々な形で地域に還元でき
る取り組みを続けていきたい。

謝辞
本取り組みにご協力いただきました越谷保育
専門学校附属幼稚園をはじめとする関連園、連
携小中学校の皆様に厚く御礼申し上げます。
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【実践研究ノート】

卒業生や上級生との交流学習を取り入れた 
包括的カリキュラムの一考察

―保育者養成専門学校の教育実践から―
元木廉※　渋谷るり子※　相川怜美※

A study of a comprehensive curriculum that incorporates interactive learning 
with graduates and senior students

-From the educational practice at childcare teachers’ training school-
MOTOKI Ren　SHIBUYA Ruriko　AIKAWA Reimi

本校は保育者養成を目的とした 2 年制の専門学校である。2 年間という限られた時間において、卒
業要件である幼稚園教諭並びに保育士資格に必要な単位を取得するため、4 年制大学や短期大学と比
較しても、大変忙しい学生生活になる。そして、2 年間を同一クラスで過ごして授業も受けるため同
級生との絆は深いものになるが、異学年の交流の場は多いとはいえない。18 歳年齢が減少している
余波から学生人数も減少している昨今、卒業生や上級生と交流し、人間関係を育むことは、学生自身
の保育キャリアにおけるロールモデル像の構築にも繋がる。そこでシラバス作成時から構想を練り上
げて、授業で意図的に卒業生や上級生とのかかわりが生まれるようなカリキュラムの工夫・検討をし
た。保育者養成校として、2 年間という限られた時間の中で、先輩からよりよい学びや伝統の継承を
目指した包括的カリキュラムの実践を報告する。

キーワード　ロールモデル　人形劇　ティーチングアシスタント　キャリア　カリキュラム

1．研究の背景
本校は 2 年間という限られた時間において、
卒業要件である幼稚園教諭並びに保育士資格に
必要な単位を取得するため、4 年制大学や短期
大学と比較しても大変忙しい学生生活になる。
保育実習と教育実習を合わせて、在学中に合
計 5 回実施する 1）。カリキュラムも必修が多い
ため、卒業要件である 82 単位のうち必修は 81
単位であり、選択の余地は少ない 2）。2024 年度
の場合、1 年前期 2 コマ、1 年後期 2 コマ、2
年前期 1 コマの空き時間がある。2 年後期にな
ると 7 コマになるが、就職活動の時期でもあり、
本校の立地からも時間的余裕はない。
濃密なカリキュラムの 2 年間を同一クラスで
過ごして授業を受けるため、同級生との絆は深
いものになる。本校では公共職業安定所（ハロー

ワーク）による求職者支援訓練生も受け入れて
いる。授業では社会人や子育ての経験を持って
いる学生からの意見によって、クラス全体の学
びが深まる場面もあり、新卒者、既卒者、委託
生が同じクラスに在籍することで、相互の学び
が深まると捉えている。
その一方で、前述したように本校におけるカ
リキュラムは基本的に必修のため、1 年 2 年が
同一の授業を受ける機会は、1 年次に未取得の
単位がある場合など限られている。また、1 年
生と 2 年生の交流の場として、学校行事やサー
クル活動、「教育実習Ⅰ」「教育実習Ⅱ」で実習
園が同一である場合など限られている。
18 歳人口が減少している余波から学生人数
も減少している昨今、保育者養成専門学校にお
ける学びを最適化するためには、一定の交流の

※　越谷保育専門学校専任教員

卒業生や上級生との交流学習を取り入れた

包括的カリキュラムの一考察

‐保育者養成専門学校の教育実践から‐

元木廉※　渋谷るり子※　相川怜美※
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仕組みを設ける必要がある。そこで卒業生や上
級生も含めた学校単位での学び合いが果たす役
割は大きい。
卒業後も保育業界において勤務する学生がほ
ぼ 100％である現状からも、学生にとって卒業
生や上級生と人間関係を育むことは、保育キャ
リアにおけるロールモデルの提示や実際の保育
現場の理解にも繋がる。
先行研究によると、保育者養成校における学
びの形態として、「他の学生の意見を聞く」と「集
団で一つのことに協力して取り組む」につい
て、学生が意味ある経験として捉えている 3）。
また、上級生をモデルとすることも、相互にメ
リットがあると考えられる 4）。
加えて卒業生や上級生にとって、保育専門学
校との関わりを持つことは、後輩育成の視点を
持つ機会や自身のキャリア選択を振り返る機会
になり、保育キャリアの充実にも繋がる。そし
て、就職面からも双方が交流を持つことは有意
義であるといえる。
本研究は、カリキュラム・マネジメントや授
業内容の工夫から、異学年も含めた学生相互が
学び合う授業を取り入れて、保育者の資質向上
に努めている授業実践論文である。

2．�卒業生・上級生との交流を取り入れ
た実践事例

2 － 1�「保育・教職実践演習」におけるキャリ
ア授業

2 年生前期で開講している「保育・教職実践
演習」では、履修カルテを作成し、自らの成長
した点や不足している点を振り返りながら、保
育者として資質向上につながる授業を展開して
いる。その一環として、令和 6 年 10 月 23 日に、
本校卒業生がゲストスピーカーになり、自身の
キャリアを考える授業を実施した。
保育者としてキャリアを歩んでいくにあた
り、ロールモデルとしての卒業生は大変参考に
なるといえる。今回も卒業生からキャリア選択
の視点や実際の就職先の様子を聞くことによ
り、卒業後のキャリアについて主体的に選ぶ

きっかけにしたいと考えた。
本校における卒業生の進路として、保育所・
幼稚園・認定こども園就職が 90％以上を占め
ている。就職説明会や課外のキャリア授業等に
おいて、保育所や幼稚園勤務の卒業生から話を
聴く機会を設けている。今回は情報を得にくい
と思われる上記以外の進路を選んだ 3 名の卒業
生にゲストスピーカーを依頼した。ゲストス
ピーカーが卒業した令和 5 年度において、当該
の進路を選択した学生はそれぞれ 1 名ずつで
あった。
概要として、A卒業生は起業し、自営でシッ

ター業を行っている。B卒業生は児童自立支援
施設に勤務している。C卒業生は小学校教員免
許を取得するため 4 年制大学に編入している。
それぞれ有職者、学生のため、講話依頼、打ち
合わせは基本的にメールでのやり取りとした。
マイクロソフトFormsを活用して事前アンケー
トや質問の受付を行い、効率化を図りつつでき
るだけ双方向のやり取りになるよう心がけた。
前半は一人当たり 20 分程度、進路選択した
動機、実際の仕事や学んでいる内容をパワーポ
イントで説明した。その後はパビリオン形式で
10 分程度、質問や意見交換を行った。
後半では質問のやり取りも多く見られた。幼
稚園もしくは保育所という 2 択だけではなく、
それ以外の選択肢についても考えることで、よ
り納得感のあるキャリア選択に繋がると考え
る。さらに直近の上級生であった先輩が話すこ
とで、職業選択のきっかけや具体的な職務内容
の話がより身近に感じ、キャリアに対する興味
関心が高まった。

写真 1　卒業生からの説明①
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写真 2　卒業生からの説明②

写真 3　卒業生からの説明③

写真 4　卒業生とのグループセッション①

写真 5　卒業生とのグループセッション②

写真 6　卒業生とのグループセッション③

2 － 2�「保育実習指導Ⅰ B」における上級生の
実習体験発表

1 年生後期において、「保育実習指導Ⅰ B」
を開講して、実習に向けた心構えや準備などの
事前指導を行っている。本授業履修後は、3 月
に実施する「保育実習Ⅰ B」において、乳児院、
母子生活支援施設、児童養護施設、障害児入所
施設、児童発達支援センター、指定障害福祉サー
ビス事業所等、多種多様な施設で実習を行う。
1 年生にとってこの時期は、幼稚園対象の「教
育実習Ⅰ」のみ終えた段階であり、これからの
実習に向けて期待と不安が入り混じった状況で
あると考えられる。そこですべての実習を終え
た 2 年生から、実習先や施設種別についての話
を聞き、今後の実習イメージがもてる機会を設
けたいと考えていた。
そこで令和 5 年度より、上記の「保育実習Ⅰ
B」をはじめ、公立保育所対象の「保育実習Ⅰ
A」、保育所対象の「保育実習Ⅱ」、幼稚園対象
の「教育実習Ⅱ」について、それぞれ実習報告
を行う取り組みを始めた。
本校で計 5 回の実習を終えた 2 年生にとって
は、主に公立保育所で実習を行う保育実習ⅠA、
責任実習を伴う教育実習Ⅱ、保育実習Ⅱについ
ても報告する機会としている。1 年生は事前に
2 年生が作成した資料から質問をもったうえで
実習報告会に参加するように指導をしている。
実際に各実習で使用した自身が作成したス
ケッチブックシアターやエプロンシアターなど
の保育教材、責任実習の指導案や製作物等を見
る機会にもなっている。
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下級生にとっては、実習報告を聞くことによ
り、実習内容や実習先の様子などを知ること
で、実習に向けた心構えや準備すべきことなど
を具体化させることができる。
上級生にとっても、実習の振り返りにつなが
るとともに、保育の道を歩む後輩の道標役とし
て、自覚が高まることが期待される。

写真 7　1 年生と 2 年生の情報交換①

写真 8　1 年生と 2 年生の情報交換②

写真 9　1 年生と 2 年生の情報交換③

2024 年度実習報告会 担当：2 年 A組
10 月 18 日（金）3 限（1 年 A組授業）
グループ①（保育実習ⅠA：公立保育所）3 名
グループ②（教育実習Ⅱ） 3 名
グループ③（保育実習Ⅱ） 2 名

グループ④（�保育実習Ⅰ B：児童養護施設・乳
児院・児童発達支援セ）3 名

グループ⑤（�保育実習Ⅱ B：障害福祉サービス
事業所・障害児（者）入所施設）
4 名

10 月 25 日（金）4 限（1 年 B 組授業）
グループ①（保育実習ⅠA・保育実習Ⅱ） 2 名　
グループ②（教育実習Ⅱ） 2 名
グループ③（�児童養護施設・児童発達支援セン

ター・母子生活支援施設）4 名
グループ④（�障害児（者）入所施設・障害福祉

サービス事業所）4 名

2024 年度実習報告会 担当：2 年 B 組
10 月 18 日（金）4 限（１年 B組授業）
グループ①（保育実習ⅠA・保育実習Ⅱ）2 名
グループ②（�児童養護施設・母子生活支援施設）

3 名
グループ③（�障害児入所施設・児童発達支援セ

ンター）4 名
グループ④（�障害福祉サービス事業所・障害児

入所施設）3 名

10 月 25 日（金）3 限（１年 A組授業）
グループ①（保育実習Ⅱ） 3 名
グループ②（教育実習Ⅱ） 2 名
グループ③（�児童養護施設・児童発達支援セン

ター）3 名
グループ④（乳児院・障害児入所施設）2 名

2 － 3�「保育祭」「ときめきチャレンジましば
やし（地区文化祭）」における人形劇公
演サークルの実践

前述したようにサークルを通した 1 年生・2
年生交流の場として、サークル活動がある。複
数のサークルがあるが、特に保育者養成校なら
ではのサークルとして、人形劇を中心に活動し
ている「るり子サークル」がある。
主な活動として、創作人形劇を保育祭で公開
したり、法人関連園の幼稚園児向けに披露した
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りしている。その他、ここ数年は地域の実行委
員会から依頼を受けて、地区文化祭でも主に幼
児・小学生を対象にして公演に取り組んでい
る。
この活動はサービスラーニングや地域貢献の
一環も担う存在となっている。サークルで初め
て人形劇にふれた学生も多く、先輩からの助言
は人形劇を作り上げる上で欠かせないものであ
る。学年の枠を越えて、人形劇に取り組む姿を
地元テレビ局も好意的に取材している 5）。
 

写真 10　1 年生と 2 年生で協力した人形劇

2 － 4�「子ども大学よしかわ」におけるティー
チングアシスタントの実践

地域貢献の一環として、学校法人本部と吉川
市教育委員会が「子ども大学よしかわ」を主催・
実施している。令和 6 年度からの新たな取り組
みとしてティーチングアシスタントを取り入れ
て、小学校教員免許のため大学に編入した卒業
生と専門学校 2 年生が参加した。
子ども大学の参加対象が小学生ということも

あり、保育専門学生にとっては小学生への指導
は初めての体験となった。体験内容は版画製作
だったため、主に準備面でのサポートを期待し
ていた。準備段階から卒業生の動きを学び、慣
れてくると積極的に小学生とコミュニケーショ
ンを図るようになっていた。サービスラーニン
グとして幼児教育の枠にとどまらない社会教育
のあり方を学ぶ良い機会にもなった。卒業生も
専門学校学生との協働にも刺激を受けていた 6）。

 
写真 11　卒業生と 2 年生で協力する様子

3．成果と課題
成果
①学びの最適化に向けた学校全体の学び合いの
推進
②ロールモデルの具現化や保育現場の理解によ
る在校生のキャリアの充実
③後進育成の視点を持つことによる卒業生の
キャリアの充実
18 歳年齢が減少している余波から学生人数
も減少している昨今、保育専門学校における学
びを最適化するためには、学校単位での学び合
いが果たす役割は大きい。
また、卒業後も保育業界において勤務する学
生がほぼ 100％である現状からも、学生にとっ
て卒業生や上級生と人間関係を育むことは、保
育キャリアにおけるロールモデルの提示や実際
の保育現場の理解にも繋がり、プラス面が大き
いと考えられる。
さらに、卒業生や上級生にとっても、保育専
門学校との関わりを持つことは、後輩育成の視
点を持つ機会になったり、自身のキャリア選択
を振り返る機会になったり、保育キャリアの充
実にも繋がる。
そして、就職面からも双方が交流を持つこと
は有意義であるといえる。人形劇やティーチン
グアシスタントの実践は、テレビ番組や新聞で
も取り上げられており、学生の励みにも繋がっ
ている。
勤務先として幼稚園もしくは保育所という 2
択だけではなく、養護施設や児童相談所などの
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選択肢についても考えることで、より納得感の
あるキャリア選択に繋がると考える。さらに直
近の上級生であった先輩が話すことで、職業選
択のきっかけや具体的な職務内容の話がより身
近に感じ、キャリアに対する興味関心が高まっ
た。

課題
①「保育・教職実践演習」におけるゲストスピー
カーの人選・確保
②サークル活動等における時間の確保、参加者
の広がり
③ティーチングアシスタント参加者の人選
「保育・教職実践演習」ではゲストスピーカー
人選にあたって、少数派の進路選択をした卒業
生に依頼したため、現在の職場環境も個人で大
きく異なった。今回はタイミングよく授業日の
来校調整ができたが、B卒業生は年休を取得し
て参加してもらった。今回は卒業生の善意で参
加してもらったが、場合によっては勤務先の理
解も得ながら進める必要もあると考えられる。
前述したように放課後の余裕がないため、本
校のサークル活動は時間的制約が大きい。また
参加メンバーも限られている。後述する公務員
対策講座も含めて、様々な活動から交流の芽を
育てていくことが必要である。
ティーチングアシスタントについて、今年度
は主催している教育委員会に配慮して、当該自
治体の出身者などを中心に声をかけた。活動の
趣旨を考えると、学校全体に募ることで、意欲
のある学生が活躍する舞台を広げられるよう配
慮したい。

4．まとめ
卒業生・上級生からの学びや伝統継承を目指
した取組という観点から、本校の教育課程を見
直し、整理した。2 年間という限りある期間に
おいて、実践力のある保育者養成を目指すため
には、常にカリキュラムやシラバスをブラッ
シュアップしていくことが必要であると考えて
いる。

上記以外にも、希望者が任意で参加している
公務員試験対策講座において、公務員試験を受
けた 2 年生から、これから受験する 1 年生に向
けた報告会を実施した。また、大学編入を考え
ている 1 年生に対して編入経験のある卒業生が
情報提供する試みも行った。今後も教務担当者
と連携しながら、既存のカリキュラムを見直し
て、より効率的な魅力あるカリキュラム作りに
努めたい。
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【実践研究ノート】

地域貢献やサービス・ラーニングの要素を取り入れた 
包括的カリキュラムの一考察

―保育者養成専門学校の教育実践から―
元木廉※　渋谷るり子※　横関由紀※

A study of a comprehensive curriculum that incorporates elements of 
community contribution and service-learning

-From the educational practice at childcare teachers’ training school-
MOTOKI Ren　SHIBUYA Ruriko　YOKOZEKI Yuki

本校は幼稚園教員・保育士養成を目的とした文部科学省・厚生労働省指定の 2 年制専門学校である。
同一法人傘下に関連園も複数設置しているため、実習体験や教育実習などで強固な協力体制が整い、
日ごろから連携を図っている。また、地域の幼稚園、保育所、認定こども園についても、長年の信頼
関係から協力体制が整っており、卒業生の就職先にもなっている。その一方で、カリキュラムや校舎
立地上の課題から、各園との交流は主に教育実習・保育実習での交流に限られている。加えて高等教
育機関の矜持として、本校としても地域貢献を進めることを検討していた。そこで地域貢献、サービ
ス・ラーニング、現場の負担を減らす働き方改革の要素も取り入れた包括的カリキュラムの実践を報
告し、今後の教育活動の充実への足掛かりとしたい。

キーワード：地域貢献　サービス・ラーニング　働き方改革　連凧　人形劇　オペレッタ　こども大学

1．研究の背景
1 － 1 本校の現状について
本校は幼稚園教員・保育士養成を目的とした
文部科学省・厚生労働省指定の 2 年制専門学校
である。カリキュラムは卒業に必要な 82 単位
のうち必修が 81 単位であり、クラス単位で授
業を受けることが多い。2 年間で 5 回という実
習を通して、実践力を持った保育者養成を目指
している。
また、学生のほぼ 100％が保育士資格や幼稚
園教諭免許を活かした保育職への就職をしてい
る。同一法人傘下に関連園も複数設置している
ため、実習体験や教育実習などで強固な協力体
制が整い、日ごろから連携を図っている。また、
地域の幼稚園、保育所、認定こども園について
も、長年の信頼関係から協力体制が整ってお
り、卒業生の就職先にもなっている。

その一方で、上記のようなカリキュラムの過
密さ、関連園と本校が離れて立地している物理
的な課題から、各園との交流は主に教育実習・
保育実習での交流に限られている。加えて高等
教育機関の矜持として、本校としても地域貢献
を進めることを検討していたが、どのような形
が考えられるか課題になっていた。
これらの背景を踏まえて地域貢献、サービス・
ラーニング、現場の負担を減らす働き方改革の
要素も取り入れた包括的カリキュラムの実践を
報告し、今後の教育活動の充実への足掛かりと
したい。

1 － 2 専門学校における地域貢献について
高等教育機関における地域貢献は盛んに行わ
れている。86 校ある国立大学法人を区分けし
たグループでは 55 大学が地域貢献型になって

※　越谷保育専門学校専任教員
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おり、教員養成学部における教員採用比率の向
上などもその一例である 1）。
一方で科学技術・学術政策研究所が 2014 年

に行った「高等教育機関（大学・短期大学・高
等専門学校）における社会・地域貢献活動」では、
調査対象に専門学校が含まれていない 2）。地域
連携の一つの目安である自治体との包括連携協
定についても、高等教育機関が少ない地域にお
いて、若干の事例を確認できた程度である 3) 4）。
サイニーにおいて「専門学校　地域貢献」を
検索したが、検索結果は 9 件のみであり、その
うち 8 件は高等専門学校における論文であっ
た。そして、専門課程を置く専修学校としての
専門学校において書かれた論文は医療系の 1 例
のみであった 5）。専門課程を置く専修学校、い
わゆる専門学校において、地域貢献活動は一般
的であるとは言い難い現状がある。

1 － 3 サービス・ラーニングについて
今津によると、「サービス・ラーニング」

（Service Learning）は 1990 年代後半のアメリ
カで生まれた新しい言葉であり、「地域諸機関
での奉仕活動を通じた経験学習」と位置付けら
れる。地域社会への参画による経験から学ぶと
い う、 青 少 年 を 対 象 と し た「 市 民 性 」
（citizenship）を育成する実践的方法である。
米国ではごく一般的に定着している奉仕活動、
ボランティア活動を取り込みながら、教育方法
として洗練させたものである。米国の中等・高
等教育で盛んにおこなわれているが、日本の大
学にも近年広まってきている 6）。
有償労働をアルバイトと位置付けると、無償
労働はボランティアと言える。サービス・ラー
ニングは学習内容が内包されており、「受け手」
「送り手」の双方にとって利益を生み出すとも
いえる手法である 7）。
この場合の「受け手」である学校園の利益と
は、教育サービスを提供する人材を確保できる
という意味である。一方で「送り手」である学
生の利益とは、将来のキャリアにとって貴重な
経験になるという意味である。

働き方改革の道半ばである教育界において、
サービス・ラーニングの考え方を取り入れるこ
とにより、学生・各学校園それぞれにメリット
のある取り組みにできると考える。本研究は、
保育専門学校がサービス・ラーニングの視点を
取り入れたカリキュラムを実施することで、地
域貢献に取り組めるよう企画を立案・実践した。

2．�地域貢献やサービス・ラーニングの　　
要素を取り入れた実践事例

2 － 1�「保育・教職実践演習」における幼保小
中が連携した連凧揚げ行事、贈呈用版画
制作の実践

「保育・教職実践演習」は 2 年次後期に開講
される授業科目である。履修カルテを参考にし
ながら、卒業に向けて自らの課題を見つめ直
し、実践的な力を身に付ける演習科目である。
以前は授業担当者の専門分野やカリキュラム上
の諸条件から学生相互のロールプレイ、行事な
どを中心に行っていた。担当者が変更したタイ
ミングで、学生の実践力向上につながる地域貢
献やサービス・ラーニングの要素も内包したカ
リキュラムに変更を行った。　
12 月以降に授業 6 回分を充てて、法人関連
園ならびに小中学校と連携を行い、幼保小中連
凧揚げ行事並びに贈呈用の版画製作を行った。
今回の取り組みは学生が主体であり、専門学校
としての地域貢献としてはもちろん、学生の
サービス・ラーニングに繋がったことは大きな
成果であったと言える。版画贈呈は関係各校園
の負担がなく、版画の複数性を生かすことがで
きたため好評であった。しばらくの間、玄関で
飾っていた園もあった。
連凧の取り組みでは専門学校が連携各校園の
コーディネートをすることの難しさ、共通理解
の不足、学生の動き方など、課題も山積した。
どこまでの内容を学生が担うのか、授業デザイ
ンのあり方も課題になった 8）。
今後、演習における取り組み自体は継続しな
がら、連携先の変更も含めて内容を検討してい
く予定である。
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写真 1　連凧揚げの様子

写真 2　版画作品

写真 3　幼保小中連携の様子

2 － 2�「保育祭」「ときめきチャレンジましば
やし（地区文化祭）」における人形劇公
演の実践

前述したように本校のカリキュラムは必修が
多く、放課後も課題レポートに追われる毎日で
あるが、有志によりサークル活動を実施してい
る。教職員は保育者としての資質向上、実践力
向上につながるよう、学生の主体的なサークル
活動も支援している。その一つに人形劇サーク
ル「るり子サークル」があり、設立から 10 年
以上の歴史を誇っている。保育者養成専門学校
における課外活動にふさわしい内容を検討した

結果、人形劇にたどり着いたとのことである。
なお、名前は設立時の顧問から命名したとい
う。活躍の舞台は本校文化祭である保育祭での
一般向け公開であり、さらに関連園の園児対象
の発表も行っている。
それに加えて、毎年近隣地区の文化祭である

「ときめきチャレンジましばやし」において、
人形劇を地域住民や乳幼児・小学生向けに公開
している。時間的な制約もあるため、現状は関
連園での公開に留まっているが、地域貢献の観
点から公開対象を一般園に広げることも検討し
ていきたい。
人形劇サークルの活動は自治体の広報番組や
県域新聞にも取り上げられており、その内容は
内外にも高く評価されている 9）10）。学生の主体
的な活動が地域貢献に繋がっている好例といえ
る。

写真 4　人形劇公演の様子

2 － 3�「子どもの総合表現」におけるオペレッ
タ公演の実践

2 年生前期に「子どもの総合表現」を開講し
ている。専門学校で学んだ音楽や造形のまとめ
となる総合表現として、クラス単位のオペレッ
タに取り組んでおり、学生生活の思い出にもな
る授業になっている。
令和 6 年度は 11 月に関連園の園児を対象に
公開を行った。近隣にある法人関連園をロー
テーションで回しており、毎年順番が回ってく
るのを楽しみにしているとのことである。
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 写真 5　オペレッタの様子

2 － 4�「子ども大学よしかわ」におけるティー
チングアシスタントの実践

本校における地域貢献として、幼稚園研修で
「環境」を担当する専任教員が指導者になった
り、専任教員が外部講師と連携して「造形」や
「幼保小連携」の授業を行ったりしている。吉
川市教育委員会と本学園が主催する「子ども大
学よしかわ」の取り組みでも、例年体育を担当
する専任教員が「ボッチャ」の指導を行ってい
る。
令和 6 年度は地域貢献をサービス・ラーニン
グと捉えて、「学生の学び」のきっかけにもし
たいと考えた。そこで子ども大学の外部講師が
指導者を務めた版画授業において、学生が
ティーチングアシスタントを務めた。
保育専門学校学生は保育・教育実習で学んだ
ことを活かして、小学生にも積極的に関わり
合っていた。一緒にインクを広げたり、バレン
で刷ったり、補助を行った。場の設定や片付け
も積極的に行い、教育委員会や学園本部の運営
担当者からも学生に感謝する声が寄せられた。
実習とは違った形で、専門的知識を活かしな
がら子どもや地域と関わり、感謝されたことは
得難い体験になったといえる。
以下に参加した保育専門学校学生の感想を引
用する。
「子ども大学よしかわのお手伝いをさせても
らい、子どもたちの版画が段々完成していく時
の驚きや嬉しさ楽しさが表情から感じられ、私
自身も版画にとても興味が湧きました。実習や
これから保育者になった際、子どもがそのよう

な気持ちになれる、工夫した活動を出来るよう
頑張りたいと思いました。また初めはみんな緊
張していたような気がしていましたが、声を掛
けコミュニケーションを取りながら一緒に版画
活動を楽しむことができて本当によかったで
す。」
「子ども大学を通して普段小学生と関わる機
会が無いので学ぶことがたくさんありました。
兄弟で参加している子や 1 人で参加している子
などいましたが、子ども同士で助け合ったり譲
り合って道具を使ったり、異年齢の関わりを見
ることが出来ました。上手だねなど褒める温か
い言葉掛けで、緊張していた表情がどんどん笑
顔になって出来上がっていく作品を見て嬉しそ
うな子どもたちの表情を見ることが出来まし
た。肯定的な言葉掛け、気持ちに寄り添うこと
はどこの場面でも大切なことだなと感じまし
た。（略）」
2年間で実践力のある保育者になるためには、

困難や制約を乗り越える強い気持ちが必要にな
る。その気持ちを支えにして、確かな保育力を
身につけている。そして、その力が教育全般に
応用ができることを知った時に、専門学校学生
の努力も報われたのではないかと想像する。
日頃注目される機会が少ない保育者の仕事で
あるが、当日の活躍は地元紙にも報道・掲載さ
れた 11）。広く社会に保育者を目指す学生の様
子が伝わることで、保育業界の認知にも繋がる
といえる。

写真 6　�ティーチングアシスタントによる版画
補助の様子
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3．成果と課題
サービス・ラーニングとして、連凧行事、人
形劇、オペレッタ、子ども大学それぞれに外部
とのかかわりを意識したことにより、専門学校
学生にとって視野が広がる体験になった。加え
て、高等教育機関における地域貢献は授業内容
の充実や満足度にも寄与する。連携行事を体験
して関連園へ就職した卒業生から、今後もこの
連携活動に関わりたい、取り組みたい旨の話し
を聞いている。
一方でサービス・ラーニングという認識で専
門学校が捉えていても、連携各校園は通常の実
習もしくは自主的なボランティアと同様に受け
取り、互恵的な関係を理解・構築するまでには
至っていない。
特に令和 5 年度の連凧行事では、連携した公
立小学校管理職からの感想において、運営に厳
しい意見が寄せられた 12）。小学校、中学校合
わせて 3 校と連携したが、窓口であった中学校
管理職とのやり取りが中心となっていたため、
小学校管理職に取り組みの意図がうまく伝わっ
ていなかったことが原因と推察される。
お互いにメリットを享受するためには、交流
を複数年継続して実施した実績など、相互の信
頼関係の蓄積も必要であるといえる。受け入れ
側も含めて理念の共有化をすることにより、学
びの内容が深まっていくといえる。

4．まとめ
サービス・ラーニングを取り入れたある 4 年
制大学では、「プレ教育・保育実習」として、1
年生前期など学生生活の初期段階での学びに位
置付けている 13）。一方で高等教育機関での学
びがあってこそ、サービス・ラーニングが成り
立つという考え方で運営している保育者養成短
期大学もある 14）。
本校の場合も後者に近いが、いずれにせよ本
校の学生や教員、付属校との関係性など、実態
に即したサービス・ラーニングのあり方を検討
する必要がある。今後も相互にメリットのある
サービス・ラーニングの理念を大切にしなが

ら、カリキュラム・マネジメントを進めて、シ
ラバスの見直しを図る予定である。
専門学校の 2 年間の学びは学習密度が濃いも
のである。専門学校ならではの将来の伸びしろ
と実践力を持った保育者を育てるために、保育
者養成校として努力していきたい。

引用・参考文献
1）	 中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第9期～）
（第12回）配付資料2　大学の機能別分化の進捗状況
2018年1月24日　文部科学省

2）	「高等教育機関（大学・短期大学・高等専門学校）
における社会・地域貢献活動」［調査資料-230］の結
果公表について」2014年8月14日　科学技術・学術
政策研究所　

3）	「介護人材確保、中頓別町、浜頓別町が栗山町と協
定　専門学校への推薦制度設置　学費も減免」2024
年4月12日　北海道新聞電子版　

4）	「辻調理師専門学校と包括連携協定を締結」2020年9
月17日　兵庫県豊岡市ホームページ

5）	 専門学校の専門性を生かして学校地元行政と連携し
た地域貢献活動の取組み　河野孝範　大阪医療福祉
専門学校理学療法学 Supplement　46S1 (0),  G-138_ 
1-G-138_1, 2019　公益社団法人 日本理学療法士協会

6）	 教員と保育士の養成における「サービス・ラーニン
グ」の試み東邦学誌第44巻第１号 2015年 今津孝次
郎他

7）	 教員養成における「大学中心」と「学校現場中心」
-「サービス・ラーニング」と「学校インターンシッ
プ」‐東邦学誌第45巻第１号 2016年　今津孝次郎

8）	 12）「保育・教職実践演習」を活用した幼保小中連
携の実践　～サービス・ラーニングと働き方改革の
視点を踏まえた連凧あげ行事～ 日本基礎教育学会
紀要第29号 2024年8月　元木廉, 相川怜美

9）	 こしコレスマイル「越谷保育専門学校人形劇団るり
子サークル」2024年2月17日　テレビ埼玉　

10）	「この人形、一生の宝物　越谷保育専門学校創作劇
に情熱」2023年12月2日　埼玉新聞

11）	「版画制作に挑戦　吉川で子ども大学　保育士を目
指す学生も実習」2024年9月10日 東武よみうり新聞

12）	サービス・ラーニングと「非認知能力」の育成東邦
学誌第50巻第2号 2021年　今津孝次郎

13)	保育者養成校におけるサービス・ラーニ　ングのあ
り方～保育現場のアンケート結果から～桜の聖母短
期大学紀要第36号　2012年3月　五十嵐淳子，宍戸
良子
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【授業実践報告】

子どもとおもちゃの関係性を多角的な視点から学ぶ
―保育者養成校の授業実践―

武田 真理恵

Learning about the relationship between children and toys from multiple 
perspectives

- Class practice at childcare teachers’ training school -
TAKEDA Marie

キーワード　おもちゃ　子どもの発達　造形表現　保育とおもちゃ

１．はじめに
本校に於いては 2009 年度より、「おもちゃイ
ンストラクター養成講座」が 15 年間に渡り継
続して実施されている。NPO 法人芸術と遊び
創造協会が認定する資格「おもちゃインストラ
クター養成講座は」おもちゃの入門的な初級資
格であり、主に手作りおもちゃを中心に講座が
展開される。本校は教職員も学生とともに受講
し、資格取得をしているという数少ない開催校
である。私は初回からその講座の担当講師をし
ており、３年前より選択授業の非常勤講師とし
ても本校と関わるようになった。
おもちゃインストラクター養成講座は１日６
時間の受講で修了するため、「もっとおもちゃ
について詳しく知りたい」、「もっとおもちゃを
手に取ってみたい」、「作ってみたいと気持ちが
盛り上がったところで終わってしまう」。そこ
からのステップアップ、継続学習の場として授
業科目「こどもとおもちゃ」の授業計画を立て、
現在までに２年間、実践してきた。
現在、保育者養成校において「おもちゃ（も
しくは玩具）」について、じっくり学ぶ時間や
授業というのはとても少ない。保育内容表現の
中で造形活動のひとつとして手作りおもちゃを
作っていたり、音楽やリズム表現、食育の指導
の中でパペットや人形を使ったり、運動遊びに
おもちゃを使用したり、随所に「おもちゃ」の
存在はあれど、学ぶ機会は限られている。しか

しながら、保育の現場に出れば必ず「おもちゃ」
と出会う。園にどんなに優良なおもちゃがたく
さん揃っていたとしても、どう遊べばいいの
か、何が面白いのかがわからず、そのまま宝の
持ち腐れになってしまっている残念なケースを
よく目にする。保育者養成校の学生のうちに、
自分の頭の中の「おもちゃの引き出し」を整理
しておくことが、実習にも、卒業後の保育にも
豊かな遊びの機会を生み出すのではないだろう
か。それが授業科目「こどもとおもちゃ」の目
指すところである。

２．授業のはじまり
授業は選択制のため、２年生の２クラスから
希望者が集まってくる。そこで最初の授業は「自
己紹介シート」の記入から始まる。「なぜこの
授業を選んだのか？」「思い出に残っているお
もちゃは？」「好きなこと、もの、得意なこと、
集めているものは？」「この授業で学びたいこ
と」などを書いてもらい提出。自己紹介では「思
い出に残っているおもちゃ」についても語って
もらう。
年代的に電子ゲームで育った学生が多いと思
いがちだが、ここで挙げてくれるものにはあま
りゲームは出てこない。１年次のおもちゃイン
ストラクター養成講座で学んだことがしっかり
頭に残っていて、知らず知らずのうちにアナロ
グなおもちゃをあげてくれているのかもしれな

※　越谷保育専門学校非常勤講師
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い。この時間でなんとなく学生たちの趣味嗜好
を把握し、授業を構成していく。
初日後半は折り紙を使った遊びやおもちゃ作
りを体験する。「折り紙」は準備も要らず、ど
こまででも遊びを広げられるシンプルイズベス
トの素材の王様である。ここで学生の手先の器
用さ、不器用さなども垣間見ることが出来る。
余談にはなるが、最近、確実に不器用な学生が
増えている。紙を折る、切る、貼る、塗るなど、
こども時代から当たり前に体験してきたであろ
う作業もしっかりできない学生が多い。　
これは経験不足が原因なので授業ではとにか
く「手や指を使う」ということを繰り返しおこ
なえるように工夫をしている。

３．授業計画
授業は大きく分けて次の３つのテーマに分か
れている。
①　子どもの発達とおもちゃ
②　保育とゲーム
③　おもちゃデザイン論
まずは基本的な「子どもの発達とおもちゃ」
について。年齢や、音、言葉につながる遊び、
動きを楽しむ遊びなど毎回違うテーマのおも
ちゃを持参して遊んでみた後に「手作りおも
ちゃ」を作ってみる。
続いて「保育とゲーム」。現在は世の中、空
前のボードゲームブーム。保育や療育の世界で
も「市販のゲーム」「手作りゲーム」などを活
用しているところも増えている。授業では子ど
も向けのゲームだけではなく大人が真剣にバト
ルするものも持参してプレイ。翌週は自分で
ゲームを作成して、３週目にみんなでプレイし
て考察をする。
最後は「おもちゃデザイン論」。構成玩具や積

み木で遊ぶ。そして手作りおもちゃで自分なり
のデザインを楽しんだ後、次は自分が指導者と
なって手作りおもちゃのワークショップをする。
授業のまとめとして、オリジナルおもちゃの
制作をして、最後に発表会をして修了。

４．テーマ①子どもの発達とおもちゃ
このテーマでは４週にわたって「子どもの発
達とおもちゃ」について学ぶ。
１週目は「乳幼児のおもちゃ」ガラガラ（ラ
トル）、引き車（プルトイ）、おしゃぶり、ボー
ルなど、いわゆる赤ちゃんおもちゃを持参。ど
んな時期にどんな遊びが必要なのか、誤飲など
の危険を回避するために考えておきたい安全性
の話、色は？形は？など実際のおもちゃに触れ
ながら考えていく。また、赤ちゃんに遊んでも
らうための手作りおもちゃも製作。
２週目は「３〜５歳児のおもちゃ」コマ、パ
ズル、ままごと、ひも通し、ねじ遊びなど手先
を使うおもちゃ（スキルトイ）を中心に持参。
実際に遊んでみる。乳児期よりも個人差が出て
きて多様性が求められる。手作りおもちゃはこ
どもと一緒につくるという目線で実施。
３週目は「音の出るおもちゃ・ことばにつな
がるおもちゃ」楽器に近いおもちゃや、心地よ
い音のするもの、息を使って遊ぶもの、パペッ
トなどを持参、みんなで遊んでみる。音の出る
おもちゃを数点、レクチャーして製作したあ
と、ここで初めて、自分で考えた音の出るおも
ちゃを作ってみる。
最後の４週目は「動きを楽しむおもちゃ」か
らくりおもちゃや、アクション系のおもちゃな
ど持参。手作りおもちゃも「動き」に特徴のあ
るものを製作。実際に作ったおもちゃを動かし
て遊んでみる。また全体を通して「対象年齢」
や「発達」にこだわりすぎないことなども伝え
る。

５．テーマ②保育とゲーム
この授業を計画するときに必ず取り入れたい
と思ったのが「ゲーム」である。10 年前に比
べて確実に子どもたちや学生の生活にアナログ
ゲームが増えているからである。授業では３週
にわたってゲームについて学んでいく。
１週目は「世界のアナログゲームであそぼう」
というテーマでたくさんのゲームを試してもら
う。アクション系、記憶力系、スピード系、言
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葉遊び、協力系、運のゲームなど幅広く取り揃
え、自分の得意なものを探したり、協力したり、
ときには悔しい思いをしながら遊ぶ。体験レ
ポートに感想をまとめて、翌週に備える。
４週目は「アナログゲームをつくろう」とい
うことで、各自で材料を用意して製作する。前
回、いろんなパターンのゲームを体験している
ので、それぞれ違った切り口のゲームを作って
いる。アクション系のゲームは、成功率があま
り高すぎても低すぎても楽しめないので工夫が
必要。カードゲームなどは数多く作らなければ
ならないので大変。いつまで経っても終わらな
いゲームはどんな工夫が必要かなど考えながら
製作する。
そして３週目は実際に作ったゲームでみんな
で遊んでみる。
そのための簡単なルールシートを事前に作
成。最初に何を配ればいいのか、誰から始める
のか、どうなったら勝ち（負け）なのか、など
を読んで理解できるように簡単な取り扱い説明
書をつくるようなイメージで簡潔に書く。
３〜４人のグループでプレイし、感想をメモ
しておき、後日、製作者にフィードバックする。
人数が多いと全部のゲームで遊ぶのは難しかっ
たが、お互いに遊んでみて初めて気付くことも
多く、発見の多い授業となった。

６．テーマ③おもちゃデザイン論
最後のテーマはおもちゃデザイン論。１週目に

「構成玩具、積み木研究」ということでたくさん
の積み木やブロックを持参。カプラ、アーチレイ
ンボー、ネフ、LEGO、バランス積み木などを使っ
て遊び込む。ロングセラーになるおもちゃのデザ
インの美しさや緻密さを実感。またおもちゃ同士
を組み合わせることによって遊びが広がることな
ども体験する。
２週目は手作りおもちゃ実践。よりデザインに
着目しておもちゃを作る。
そして３週目には手作りおもちゃ指導実践。班
のメンバーを子どもに見立てて、先生役として手
作りおもちゃを指導する。どうしたら伝わりやす

いのか、どんな準備をしたらいいのか、どんな素
材が適しているのかなど各自、工夫をすることで
実習の練習にもなるのではないかと期待。
４、５、６週目は最終課題として「オリジナ
ルおもちゃ製作」に取り組む。３週あるので、
できれば木工おもちゃや布おもちゃなど凝った
ものにもチャレンジしてもらいたいところだが、
教室の環境や予算、技術の問題もあり、紙や段
ボールなど身近な素材の作品にとどまってし
まっている。せっかく多岐にわたって「おもちゃ」
を学んだので、いつか「おもちゃ作家になりま
した」とか「園のおもちゃや遊具をデザインし
ました」とか「ゲームデザイナーになりました」
などの報告が聞けることを心待ちにしている。
何よりもこのおもちゃの授業を通して「遊び
心」や「フレキシブルな考え方」「いろんな方
向からものを見る力」が育って欲しいと心から
願っている。

写真１　アーチレインボー

写真２　カプラ
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越谷保育専門学校研究紀要規程

平成２５年６月１１日制定
（名称）
第１条　研究紀要の名称を「越谷保育専門学校研究紀要」とする。

（目的）
第２条　�越谷保育専門学校（以下、「本校」）の教育・研究活動の成果を発表し、学問、教育、文化の

発展に寄与すること。

（発行）
第３条	 研究紀要は、原則として年１回発行する。

（編集）
第４条　研究紀要の編集は、本校紀要委員会が行う。

（投稿資格）
第５条　研究紀要の投稿者は、本校教職員（非常勤講師を含む）およびその他校長が認めた者とする。

（原稿の種類）
第６条　投稿できる原稿の種類は、論文、実践報告、その他とし、未発表のものに限る。

（執筆要領）
第７条　原稿の執筆要領については、別に定める。

（修正）
第８条　提出された原稿については、紀要委員会の判断によって、著者に修正を求めることがある。

　　附則
この規程は、平成２５年６月１１日から施行する。
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﻿

『越谷保育専門学校研究紀要』執筆要領

平成 25 年 6 月 11 日
平成 25 年 12 月 25 日一部改定
平成 26 年 6 月 13 日一部改定
越谷保育専門学校紀要委員会

研究紀要原稿執筆にあたり、次の事項に留意してください。

１．原稿は、未発表のものであることを原則とします。

２．原稿フォーマットについて
（１）　�タイトル、氏名、要旨、英文タイトル、英字氏名、所属については A4 横書き１段組で作成し

てください。
（２）　�要旨は日本語、600 字程度で作成してください。
（３）　�キーワードは日本語で 5 個程度作成してください。
（４）　�本文は A4 版横書き 2 段組（１段：21 字× 40 行、余白：上 30mm、下 35mm、左右 27mm）

で作成してください。
（５）　�10 頁以内（写真・図表・注・引用文献を含む）を原則とします。
（６）　�使用ソフト：Microsoft Word を原則とします。
（７）　�フォントタイトル、氏名、所属は MS ゴシック。英文タイトル、英文氏名は Century。本文に

ついては、和文原稿の場合は、和文字：MS 明朝、英数字：Century。英語原稿の場合は、
Times New Roman。

（８）　�文字サイズ：本文 10.5 point、タイトル、氏名は 14 point、文献・注 9 point。
（９）　�原稿の種類が「その他」の場合は要旨、英文タイトルは不要です。
（１０）　�白黒原稿とします。
（１１）　�上記原稿フォーマットのデータが必要な場合、研究紀要担当者までご連絡ください。　

３．画像
写真や画像は本文中に貼り付け、「図１」「譜例１」「表１」のように表示してください。その際、
本文中で「図１のように」などのように言及してください。また、印刷用として、解像度の高い
電子ファイルか現物を別途用意してください。

４．引用方法
（１）�本文中や注で引用を行う場合、引用文の後に、引用文献と引用箇所を次のように明示し、末尾

の引用文献表と照合できるようにしてください。ここで編者に（編）は不要です。
（著者姓 半角スペース 出版年 コンマ 半角スペース 引用頁数）

例：「彼は、突然逃げ去った」（カレン 2012, 23-24）。
　　「・・・と考えることができる」（安部・長島 2001, 18）。
　　（英文原稿の場合）

“She suddenly laughed at me” (Brooks 2003, 311-12).
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“He said, ‘You should go home’” (Morgan and Brown 1997, 4).

（２）�近い個所で同じ文献から複数引用する場合、次のようにまとめて表示することにより、煩雑さ
を避けてください。

例：�「・・・は明らかである」。同時に彼は、「異なる場合も存在する」とも述べている（Brooks 
2005, 15, 18）。

（３）直接引用せずに文献に言及する場合。
例：「杉浦（2005）は、その正当性について次のように述べている」。

（４）�上述のように本文で使用あるいは言及した文献を、論文の末尾において、以下の例に準拠して
著者姓の五十音順またはアルファベット順でリストアップしてください。
同一の著者による複数の文献がある場合は、出版年順に並べてください。さらに、同一著者、
同一出版年の文献がある場合は、年数の後に a,b,c をつけてください。

例：引用文献
安部正一・長島茂 1988『意志について—その心理的分析—』大阪：浪速学術出版 .
Brooks, Peter. 2003. “Republican Virtue.” Tonawanda Ethics 18: 15-32.
———. 2005. World Politics. New York: N&P Press.
石田誠 2001a『雲』東京：高尾山書房 .
——— 2001b「経済史を再考する」『西部経済学時報』7 (2): 98-132.
ケネディー、カレン（編）2012『「わがまま」の構造』秋田順（訳）、京都：寺門出版局 .
増野健二 1997「麗しき山並」『山と人生』山登り協議会（編）、富山：山愛書房 .
Morgan, Joseph, and Richard Brown, ed. 1997. New Music. London: Davis Art Press.
杉浦太 2005『物理で読み解く心』東京：川元科学出版 .

＊上記の例で、『』は著書、「」は論文あるいは章に用いています。また、Brooks は姓、
Peter は名。ケネディーは姓、カレンは名です。———は同一著者です。

５．注
本文中に注を用いる場合、Word ソフトの「参考資料」タグにある「脚注の挿入」機能を用いて、
文末と句点の間に注番号を入れ、文末脚注を本文の最後と引用文献の間に入れてください。
　例：・・・に重点を置いている 1。
　　注
　　1.　これに対して、ファーガソンは次のように反論している。・・・

６．英文原稿書式
英文原稿における書式は、Chicago Manual of Style など広く使われているスタイルブックに従い、
author-date system を用いてください。
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